
憲章への理解を
呼び掛けるしきだ議長 チラシの配布終了後の議員

　令和４年第２回神奈川県議会定例会は、５月17日から7月21日まで開かれました。
５月24日には正副議長の選挙が行われ、議長には、しきだ博昭議員（自民党）、副議
長には、曽我部久美子議員（かながわ県民・民主フォーラム）が選出されました。

議長、副議長決まる

　7月21日には、国の「コロナ禍における『原油価格・物価高騰等総合緊急対策』」
に対応し、県民生活や県内経済への影響を緩和するための対策や、新型コロナウイ
ルス感染症対策など当初予算編成後の状況の変化により、早急な対策を要する
ものについて、総額254億200余万円の６月補正予算を可決しました。
　このほか、神奈川県廃棄物の不適正処理の防止等に関する条例の一部を改
正する条例などを可決しました。

令和４年度６月補正予算等を可決

　７月26日（火）、津久井やまゆり園（相模原市緑区）にて行われた津久井
やまゆり園事件追悼式に、しきだ議長と曽我部副議長が出席しました。
　同日、議長は、このような事件が二度と繰り返されないよう、共生社会の実
現に向けて、県議会としても全力を尽くすことを改めて誓い、次のとおり声
明を発表しました。

　また、県議会では、7月20日（水）に「ともに生きる社会かながわ憲章」※の
チラシをＪＲ桜木町駅前で配布し、憲章の理念の普及啓発を図りました。
　当日は、議長、副議長、各会派代表等の議員23名が参加しました。

　平成２８年７月２６日未明に県立津久井やまゆり園で、多数の利用者等
の命が奪われる大変痛ましい事件が発生してから、今日で６年を迎えま
した。
　事件で亡くなられた方々と、最愛のご家族を失われたご遺族の皆様
方に、改めてお悔やみ申し上げますとともに、事件により心身に傷を負わ
れた方々に、心からお見舞いを申し上げます。
　神奈川県議会は、あの日から今日まで、「ともに生きる社会かながわ憲章」
の策定をはじめ、施設の再生、意思決定支援の取組、鎮魂のモニュメント
の設置等について、真摯な議論を重ねて参りました。
　さらに、この痛ましい事件を決して風化させることなく、二度と繰り返さ
ぬよう、平成２８年１０月、県と共同し、「ともに生きる社会かながわ憲章」
を定め、障がい者に対するいかなる偏見や差別を断じて容認することなく、
すべての人の命を大切にし、一人ひとりの人格と個性が尊重され、誰もが、
その人らしく暮らすことのできる地域社会の実現に向け、真摯に取り組
む決意を内外に示すとともに、その理念の普及に努めて参りました。
　私たちは断固とした決意をもって、障がい者に対する理解の促進と人権
尊重に向けた啓発活動及び障がい者福祉政策の更なる充実に向けた
取組を着実に進めていかなければなりません。
　よって、神奈川県議会は、県民一人ひとりが、かけがえのない命の尊さ
を自覚し、ともに生きる喜びを分かち合うことのできる共生社会の実現に
向けて、全力を尽くすことを、改めて、ここに誓います。
　令和 ４ 年７ 月２６日

神奈川県議会議長　しきだ　博昭　

ともに生きる社会の実現に向けて

プラスチックに係る資源循環をより一層推進するため、県が
プラスチックごみ対策を継続的に推進するための根拠規定や、
事業者、県民の責務規定の追加などを行うための条例案を審議
し、改正を行いました。

可決した
主な条例案の
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主な活動 第2回定例会

議 　 長

　このたび、名誉と伝統ある神奈川県議会第115代議長に就任
いたしました。重責に身が引き締まる思いです。
　本県においては、共生社会の実現に向けた取り組みの一層の
推進、新型コロナウイルス感染症への対応やウクライナ問題など、
取り組むべき課題が山積しています。
　県議会は、こうしたさまざまな課題を解決していくため、常に、
研さんを重ねるとともに、調査研究に励み、政策を磨き、立案機能
を存分に発揮していくことを通じ、時代の要請と県民の皆さまの
負託に応えてまいります。

　私には、常日頃、胸に刻み、拠り所としている言葉があります。それは、中国の古典の
一節にある、「先憂後楽」という言葉です。「天下の憂いに先立って憂い、天下の楽しみ
に遅れて楽しむ」、すなわち、「憂い」があれば住民より先に気づき対処し、「楽しみ」を
享受するのは住民の後で良いということです。
　こうした心構えのもと、県議会が、県民の皆さまから、さらなる信頼と共感を得られる
よう、自らの置かれた立場、与えられた環境の中、最善を尽くしてまいります。どうぞ、よろ
しくお願い申し上げます。

常に政策を磨き、
立案機能を存分に発揮していくことを通じ、
時代の要請と県民の皆さまの負託に応えてまいります

自民党
横浜市都筑区

しきだ 博昭
ひろあき

副 議 長

　このたび、栄えある神奈川県議会第116代副議長に
就任いたしました。身に余る光栄です。
　さて、新型コロナウイルス感染症の拡大・長期化は、
多くの県民・事業者の皆さまに困難をもたらしてきました。
　医療・福祉をはじめとした、新型コロナウイルス感染症
対策の最前線で働く方々のご尽力に感謝申し上げます。
　二元代表制の一翼を担う我々、県議会としましても、こう
した難局を乗り越えるため、県執行機関と十分な連携を図り
ながら対応していくことが大変重要であると考えております。

　公正かつ円滑な議会運営に努め、県民の皆さまの期待に応えることができる
よう、神奈川県議会で４人目の女性副議長として、きめ細やかな視点を持ちなが
ら、精一杯努めてまいります。よろしくお願い申し上げます。

公正かつ円滑な議会運営に努め、
県民の皆さまの期待に応えることができるよう
取り組んでまいります

かながわ県民・民主フォーラム
横浜市戸塚区

曽我部 久美子
くみこそがべ

正副議長就任のごあいさつ動画はこちらから

せん ゆうこうらく

共生社会の実現を目指し更なる取組を進める議長声明

●神奈川県廃棄物の不適正処理の防止等に関する条例（改正）

※詳細は3面をご覧下さい。
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代 表 質 問
紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、９月上旬発行予定の神奈川県議会会議録をご覧ください。

会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は左上から下に続きます。6月17日 金・20日 月・21日 火6月17日 金・20日 月・21日 火

卒業後に社会に飛び立つ生徒が多
い高校では、社会人になるための十分な
教育的配慮をすべきだが、校長人事を
含め対応について教育長の所見を伺う。
生徒一人ひとりに寄り添った就職支援

を行い、その実現を図っている。また、校長
人事では、キャリア教育※5経験の豊富な再
任用校長を就職希望者が多い高校に配置し
て、進路希望の実現に力を発揮させている。

県立高校間の学校施設には大きな
格差がある。古い学校施設の県立高校
への配慮について、教育長の所見を伺う。
学校間で施設状況に差があるが、

計画的に再整備に取り組んでいる。差
をできる限り縮小し、快適で安心して学
習できる環境づくりに取り組んでいく。

問

答

問

答

～社会に飛び立つ生徒の多い高校対応～

新型コロナウイルス感染症対策事業の不適切事案、
教員の採用、県立中井やまゆり園、特別自治市構想
の議論のあり方などについて質問しました。

このほか

県立高校運営の基本的事項
～高校間の施設格差の縮小～

相原 高広
あいはら たかひろ

県政会
川崎市麻生区

検索神奈川県議会　ネット中継
https://kanagawa-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_list&kaigi_id=1

代表質問、一般質問の模様は、
インターネット中継でもご覧いただけます。インターネット

中継のご案内

生活支援ロボットの実用化と普及は
評価しているが、ロボット関連産業の振
興は特区内の市町が十分に成果を感じ
られない状況であり、また、企業誘致の
ための産業用地の確保も十分に進んで
いない。市町や関係団体等と議論を深め、
成果と課題に向き合いながら、地域と一
体で、特区の継続に向けて検討を進める。

藤代 ゆうや
ふじしろ

自民党
大和市

コロナ禍で、児童・生徒が抱える課
題がより複雑化・深刻化する中、より早
い段階で対応していくため、今後どう取
り組んでいくのか、教育長の見解を伺う。

令和４年度当初予算編成後の経済
情勢を踏まえた現時点の今年度の税
収見通しと、国の総合緊急対策を踏ま
えた補正予算の考え方について、知事
の見解を伺う。

問

主要税目の法人二税は予算編成時
の予想を上回るが、原油価格・物価高
騰や円安等、県経済の下振れリスクが
高まり税収への影響が懸念されること
から、今後の動向を注視していく。また、
国の対策に対応し、物価高騰等に伴う
県民生活や県内経済への影響を緩和
するため、生活者や事業者支援の取り
組みを中心に補正予算を編成した。

答

さがみロボット産業特区

子供の課題への対応強化

当事者目線の障がい福祉実現を目指す社会環境
整備、児童虐待防止対策強化、緊急経済対策を踏
まえた中小企業支援などについて質問しました。

このほか

現行の第２期計画が令和４年度末

教職員に加えて心理や福祉の専門
人材の活用が重要である。教職員と専
門人材が連携して課題解決につながっ
た事例を引き続き収集し、情報共有する
等、学校の相談体制をさらに強化する。

県税収入見通しと
緊急経済対策を踏まえた補正予算

問

問

答

答

で終了するが、これまでの取り組みの
成果や課題をどう捉え、特区の継続を
どう考えるのか、知事の見解を伺う。

県議会や障がい当事者をはじめ、
多くの県民との対話を丁寧に重ねなが
ら、条例の制定にしっかりと取り組み、
オール神奈川で当事者目線の障がい
福祉の実現を目指す。

真の当事者目線の障がい福祉の実
現を目指す条例の制定にどう取り組ん
でいくのか、知事の所見を伺う。県と指定都市との間のさまざまな

課題に対し、今後指定都市とどう協議
し、解決に取り組むのか。また、この議
論の県民や県内市町村への「見える
化」について、知事の所見を伺う。
県は指定都市と課題を共有し、「住民

目線」で解決を図ることと、トップレベル
での協議の継続について合意した。実務
レベルでの検討を重ねた上で、改めてトッ
プレベルでの協議を進めていく。また、
今後の懇談会については、会議の様子の

問

答

問

答

当事者目線の障がい福祉の
実現に向けた条例制定

県立高校における前首相の政治参加講演会、新型コ
ロナワクチン接種におけるワクチンの有効活用など
について質問しました。

このほか

特別自治市※1構想

中村 武人
なかむら たけと

立憲民主党・民権クラブ
横浜市神奈川区

中継や、撮影した動画の公開などについ
ても、指定都市と調整を図り、議論の「見
える化」に取り組む。

充実した政治教育のためには、生徒
が様々な見解に触れ健全な判断力を養
うことが必要だが、そのためにどのよう
な配慮が必要か、教育長の見解を伺う。
生徒の政治的教養を育むうえでは、

国が示す政治的中立の確保等に関する
指導上の留意点に配慮する必要がある。

ＣＯ２削減促進のため、国に再生可能
エネルギー優先利用原則の確立を求め
るべきと考えるが、知事の見解を伺う。
再エネ導入への課題については、

これまで全国知事会等を通じて国に改
善を提言してきた。国は改善に向けた

問

答問

答

教育基本法を踏まえた政治教育

国民健康保険料の均等割軽減のさらなる拡充、朝鮮
学校への学費補助復活、三菱電機で長年続いている
人権侵害などについて質問しました。

このほか

再生可能エネルギー
優先利用原則の確立

君嶋 ちか子
きみしま こ

共産党
川崎市中原区

検討を加速させており、電力の接続に
ついては、再エネ優先接続のルールを
今年中に開始する方向で検討している。

観光産業復興のため、特に団体旅行
に対する支援に配慮が必要と考えるが、
知事の所見を伺う。
観光需要喚起策の実施に向けて具

体的な準備を始める。その中で、団体
旅行に特化した予算枠の創設など、団
体旅行に配慮した制度設計を検討する。
また、事業者が参加しやすいように登
録手続きの簡素化や丁寧な説明を行う。

アピアランスケア※2やヘルプマーク※3
の活用、男性トイレのサニタリーボック
ス※4の設置など、がん患者への支援に、
どう取り組んでいくのか、知事に伺う。
ウィッグの購入費用の助成等アピア

ランスケアの充実・強化を国に要望す
る。また、ヘルプマーク周知のために、
拠点病院等へポスターを配布する。
さらに県施設へサニタリーボックスを

問

答

問

答

観光関連産業に対する支援

新型コロナウイルス感染症の罹患後症状に対する取
り組み、精神保健福祉の拡充、リゾートマンション
の適正な管理などについて質問しました。

このほか

がん患者への支援

谷口 かずふみ
たにぐち

公明党
大和市

設置し、市町村と民間へも働き掛ける。

脱炭素社会への貢献や木材の安定
供給などの視点から国産材利用の期待
が高まる中、本県の森林資源の活用を
どう進めていくのか、知事の見解を伺う。
木材流通関係者と木材利用の社会

的ニーズを共有し、建築用材の拡大に向
け協議・検討を促し、支援策も検討する。

教師不足の実態や影響をどう考え
ているのか。また、他と比べ不足が生
じている教科がある現状にどう取り組
んでいくのか、教育長の見解を伺う。
子どもたちの学びに影響が生じない

よう努めているが、採用試験の倍率が
低い教科の免許を取得できる大学へ個

問

答問

答

森林資源の活用

新型コロナウイルス感染症対策での保健所機能維
持、女性デジタル人材育成、学校教育における心の
不調に関する学びなどについて質問しました。

このほか

教師不足の実態と解消

佐藤 けいすけ
さとう

かながわ県民・民主フォーラム
愛川町・清川村

別訪問し、受験や臨時的任用教員の登
録を、これまで以上に働き掛けていく。

通学する子どもたちや保護者の視
点に立って安全対策を進めていくこと
が重要であるが、今後、どう対応して
いくのか、教育長の見解を伺う。
庁内関係局や県警察と連携して設

置している県通学路安全対策連絡会
議の中で、市町村が行う毎年度の合同
点検の結果を共有し、今後の対応につ
いて確認するなど、市町村が行う通学
路の安全確保を支援していく。

本県における職業能力開発計画策
定の方向性や、それを具現化するための
取り組みについて、知事の見解を伺う。
本年度、第11次神奈川県職業能力

開発計画を策定し、ものづくりを志す人
材を増やすため、中学校や高等学校と
連携したものづくり体験など、若い頃か
ら優れた技術に触れる機会を提供する。
また、多様な人材が生涯を通じて活躍
できるよう、若者や女性、障がい者など

問

答問

答

通学路の安全確保

男女共同参画の推進、暴力団排除条例の改正、スポー
ツ推進計画の見直し、北朝鮮拉致問題の教育現場で
の啓発などについて質問しました。

このほか

社会の変化に応じた職業能力開発

川本　学
かわもと まなぶ

自民党
川崎市中原区

個々の特性やニーズに応じた職業訓練
を実施する。

子ども食堂に対して、今後どう支援
していくのか、知事の所見を伺う。
運営者に対する協力金を拡充する

とともに、子ども食堂同士のネットワー
クの強化に向けて、連絡会議などを開
催し、企業等との連携の好事例やＤＸ※7
を活用した先駆的な取り組みなどの情

ＩＣＴを活用した校務効率化について
どう進めるのか、教育長の所見を伺う。
問

今年度から、相模原中等教育学校、
平塚中等教育学校で、新たにオンライ
ンによる出願を導入する。今後も生徒
情報のデジタル化や学校と生徒・保護者、
双方向の情報伝達を進めていく。

答
問

答

県立高校での
ＩＣＴ※8活用の校務効率化

流域治水プロジェクトの展開、県立高校におけるド
ローンを活用した教育、行政手続のオンライン利用
の促進などについて質問しました。

このほか

子ども食堂※6への支援

米村 和彦
よねむら かずひこ

立憲民主党・民権クラブ
平塚市

報を提供する。また、物資の保管場所
や配送の課題に対する提案を募集する。
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※新型コロナウイルス感染症対策として演壇に設置したアクリル板が、写真に写り込んでいます。



一 般 質 問
紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、９月上旬発行予定の神奈川県議会会議録をご覧ください。

会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は左上から下に続きます。

ながとも

用語解説 ２
面

※１　特別自治市
　大都市の市域における、広域自治体・基礎自治体という従
来の二層制の自治構造を廃止し、現行制度で国や道府県の
事務とされているものも含め、基本的に地方が行うべき事務
の全てを大都市が一元的に担う制度のこと。
※2　アピアランスケア
　がんの治療は外見に影響し（脱毛・皮膚の変色・爪の変化等）、
生活するうえで苦痛をもたらすことがあり、そのような外見の
変化によるつらさを和らげるための支援のこと。
※3　ヘルプマーク
　義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、
または妊娠初期の方など、外見から分からなくても援助や配
慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を必要としてい
ることを知らせることで、援助を得やすくなるよう、東京都が
作成したマークのこと。
※4　サニタリーボックス
　トイレの個室に置いている、トイレに流せないゴミや使用
済みの生理用品などを入れる容器のこと。
※5　キャリア教育
　一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤とな
る能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教
育のこと。
※6　子ども食堂
　家庭における共食（誰かと一緒に食事をすること）が難しい
子どもたちに対し、無料又は安価で栄養のある食事や温かな
団らんを提供する地域住民等による取り組みのこと。
※7　ＤＸ
　Digital Transformationの略。データとデジタル技術を
活用した抜本的な変革により、生活様式を向上させるという
考えのこと。
※8　ＩＣＴ
　Information and Communication Technology（情報
通信技術）の略。
※9　ケアラー
　こころやからだに不調のある人の介護、看病、療育、世話、
気づかいなど、ケアの必要な家族や近親者、友人、知人など
を無償でケアする人のこと。
※10　ヤングケアラー
　家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケ
ア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポー
トなどを行っている若者のこと。
※11　医療的ケア
　たんの吸引や鼻などから管を通して栄養剤を流し込む経管
栄養など、在宅で家族が日常的に行っている医療的介助行為
のことで、医療行為と区別している。
※12　下水疫学調査
　下水中の新型コロナウイルスを検査・監視することにより、
地域の新型コロナウイルス感染症のまん延状況の把握や、
特定の施設における感染有無の探知等を行う調査のこと。
※13　ねんりんピック
　全国健康福祉祭の愛称。主に60歳以上の高齢者を中心と
した健康と福祉の祭典のこと。スポーツや文化種目など多彩
なイベントが催され、今年は神奈川県、横浜市、川崎市、相
模原市等の主催で、神奈川県内で初めて開催する。
※14　メタバース
　インターネット上の仮想空間。利用者はアバター（自分自
身の分身）を操作して他者と交流するほか、仮想空間上での
商品購入といった試験的なサービスも行われている。
※15　赤十字標章
　戦争や紛争などで傷ついた人びとと、その人たちを救護す
る軍の衛生部隊や赤十字の救護員・施設等を保護するため
の赤十字マークのこと。
※16　ＳＭＳ
　Short Message Service（ショートメッセージサービス）
の略。携帯電話やスマートフォン同士でテキストによるメッ
セージを電話番号により送受信するサービスのこと。
※17　オーラルフレイル
　高齢者の歯・口腔機能の低下により、虚弱や老衰など介
護が必要となる一歩手前の段階のこと。
※18　ナッジ
　「Nudge」とは、「ひじでそっと突く」という意味で、情報
発信や選択肢の提示の仕方を工夫することにより、人々が
より望ましい選択を取れるようそっと後押しする手法のこと。
※19　ＰＦＩ
　Private Finance Initiativeの略。公共施設等の建設、
維持管理、運営等を民間の資金、経営能力、技術的能力を
活用して行う手法のこと。

6月23日 木・24日 金6月23日 木・24日 金
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きしべ みやこ

立憲民主党・民権クラブ
横須賀市

ケアラー・ヤングケアラー支援を様々な計画に位置付
け、具体的な支援に取り組むべきと考えるが、知事に伺う。

自民党
藤沢市市川  和広

いちかわ かずひろ

電話やＬＩＮＥによる相談、支援専門員の配置、学習支
援を行う団体への支援等の取り組みにより得られたノウ
ハウや課題を関係機関と共有し、支援策の充実に向けて
検討する。また、支援を様々な計画に位置付け、周知を図
りながら分野横断的に取り組みの実効性を高めていく。

医療的ケア※11児及びその家族に対する支援、「当事者目線
の障がい福祉」の実現、手話言語の推進などについて質問しました。

ケアラー※9・ヤングケアラー※10

支援

このほか

問

答

自宅療養者の立場に立った支援にどう取り組んでい
るのか、知事の所見を伺う。

立憲民主党・民権クラブ
横浜市磯子区市川  さとし

いちかわ

支援体制を整えてきたが、療養者の意見も伺いなが
ら、配食サービスのメニュー見直しなどを行った。また、市
町村の支援が円滑に行われるよう協定を締結し、療養者
情報を提供している。療養中に必要な情報は、「療養のし
おり」の配布に加え、ＳＭＳ※16により確実に届けている。

大岡川水系の水辺利用、土砂災害対策、水素社会実現に向け
た取り組み、県立都市公園の公民連携推進などについて質問しました。

新型コロナウイルス感染症の
自宅療養者支援

このほか

問

答

県立総合療育相談センターを含めた重症心身障がい
児者の短期入所事業をどう進めるのか、知事の所見を伺う。

立憲民主党・民権クラブ
藤沢市脇  礼子

わき れいこ

今後、当事者、学識者、関係機関や市町村などの意見
を伺いながら、県立総合療育相談センターの短期入所事
業の運営方法を検討していく。また、県内の短期入所事
業所の確保に努め、重症心身障がい児者とその家族が、
地域で安心して暮らせる社会の実現に向けて取り組む。

新型コロナウイルス感染症の下水疫学調査※12、ねんりんピック
※13かながわ2022機運醸成、県民の人権意識醸成などについて質問しました。

重症心身障がい児者のための
短期入所事業

このほか

問

答

飼料価格の高騰により酪農経営が厳しい中、本県酪
農業をどう支援していくのか、知事の見解を伺う。

自民党
茅ヶ崎市桝  晴太郎

ます せいたろう

県民８０万人分に相当する新鮮でおいしい牛乳を生産
している酪農家へ、飼料価格高騰に対する、国の支援制
度でカバーできない生産者負担の増加への補助と、輸入
飼料への依存から脱却するための中長期的な視点からの
対策の両面に取り組むことで本県酪農業を支援していく。

県職員の意識改革、自殺対策、オーラルフレイル※17対策、
茅ヶ崎海岸における侵食対策の推進などについて質問しました。

県内酪農業の支援

このほか

問

答

万一の武力攻撃事態を想定した、県民の生命・身体を
保護する取り組みの強化について、知事の見解を伺う。

自民党
横浜市港北区武田  翔

たけだ しょう

県民がミサイル攻撃から身を守るための動画を作成、
周知するとともに、避難施設の拡充に努めている。さらに職
員の対応力強化のため、事態発生時の初動対応などの研
修の充実を図った。今後は、国や市町村と連携した訓練を
強化し、有事への対処が円滑にできるよう練度の向上を図る。

国民保護下の赤十字標章※15、配慮が必要な方への就労支
援、特別支援学校在籍者の保護者の負担軽減などについて質問しました。

武力攻撃事態等に対応する
国民保護の取り組み

このほか

問

答

都市計画道路座間南林間線の県整備区間における取り
組み状況と今後の取り組みについて、県土整備局長に伺う。

自民党
座間市芥川  薫

あくたがわ かおる

土地所有者との境界確認作業が順調に進めば、今年
度内に土地や建物の所有者を対象にした用地取得や建物
の補償に関する説明会を開催し、その後、整備の必要性
や補償内容を丁寧に説明する。座間市と連携し、地域の理
解と協力を得ながら、整備をしっかりと進めていく。

河川の豪雨災害に備えた演習の実施、コミュニティの再生・
活性化、地域のお祭り等への支援などについて質問しました。

都市計画道路座間南林間線の
整備

このほか

問

答

「子ども警察手帳」の製作など、子供を犯罪被害等か
ら守る取り組みについて、警察本部長の所見を伺う。

公明党
横浜市鶴見区鈴木  ひでし

すずき

「子ども警察手帳」は知らない人に声を掛けられたと
きの対処方法や交通ルールなどを楽しく学び、防犯意識
を高めるきっかけになる。今後「子ども警察手帳」とイラ
スト入りカードを、県警察のホームページから直接印刷、
またはダウンロードして活用できるようにする。

自主夜間中学との連携、共生社会実現に向けたメタバース※14
活用、児童相談所の更なる体制強化などについて質問しました。

子供を犯罪被害等から守る
取り組み

このほか

問

答

県試験研究機関の研究活動について、知的財産の創
造、保護及び活用していく機能を高めるため、特に知的財
産の活用にどう取り組んでいくのか、知事の所見を伺う。

立憲民主党・民権クラブ
鎌倉市飯野  まさたけ

いいの

日本弁理士会と連携し、知的財産に関する県職員向け
実務研修や知的財産活用に関する助言をいただく。また、
地域との対話強化のため、産学公連携に関する専門知識
を有する外部機関との連携もより一層強化する。

新型コロナウイルス感染症の罹患後症状、ラグビーワールド
カップ2019TMのレガシーなどについて質問しました。

県有知的財産等の利活用

このほか

問

答

令和４年１１月２２日（火） 午後２時～午後５時
津久井やまゆり園
（相模原市緑区千木良４７６）

■お問合せ 
　政策調査課調査・政策法制グループ　
　電話  （045）210 -7567

議会報告会議会報告会 in 相模原i n  相模原

日時

場所

主なアクセス

　共生社会推進特別委員会を傍聴いただいた後、
委員と皆さまとの間で意見交換を行います。
　参加申し込み方法など詳しい内容は、10月に県
議会ホームページなどでご案内します。
　皆さまの参加をお待ちしています。

ＪＲ中央本線「相模湖駅」　神奈中バス２番乗り場
「三ヶ木（桂橋経由）」行き、「津久井やまゆり園前」
下車　バス乗車７分

「当事者目線の障がい福祉」及び
「高齢者・障害者等介護の支援」テーマ

前回の議会報告会（令和元年実施）の様子
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選 挙 区 別 議 員 紹 介

の数は選挙区ごとの議員定数です。

選挙区と定数

鶴見区
川崎区

神奈川区

西区

中区南区

保土ケ谷区

磯子区

金沢区

港北区

戸塚区
港南区

旭区

緑区

瀬谷区

栄区

泉区

青葉区 都筑区 幸区

中原区

高津区
多摩区

宮前区
麻生区

横須賀市

平塚市

鎌倉市

藤沢市

小田原市

茅ヶ崎市

逗子市・
葉山町

相模原市

三浦市

秦野市

厚木市

大和市

伊勢原市

海老名市

座間市

南足柄市・足柄上

綾瀬市

横浜市

川崎市緑区
中央区

南区

愛川町・清川村

足柄下

大磯町・二宮町

寒川町

会　派　名

会派別議員数等
呼　　称 議員数 団　長 政務調査会会長

※会派とは…議会内で結成された、同じ考えを持った議員のグループのことを会派といいます。    
※５月 17日付けで、さとう知一議員が県政会を離団し、厚木新世代の会を結成しました。    
※５月 25日付けで、てらさき雄介議員（立憲民主党・民権クラブ 相模原市中央区）が辞職しました。    

自民党 自民党 公明党 立憲民主党・
民権クラブ　

共産党
牧島　　功
まきしま いさお

竹内　英明
たけうち ひであき

亀井 たかつぐ
かめい

井坂　新哉
いさか しんや

野田　治美
の　だ はるみ

公明党 自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

藤井　深介
ふじい しんすけ

森　　正明
もり まさあき

米村　和彦
よねむら かずひこ

自民党
永田 磨梨奈
ながた ま　り　な

立憲民主党・
民権クラブ　

飯野 まさたけ
いいの

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 公明党県政会
市川　和広
いちかわ かずひろ

脇　　礼子
わき れいこ

国松　　誠
くにまつ まこと

松長　泰幸
まつなが やすゆき

渡辺 ひとし
わたなべ

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ

自民党
おざわ 良央

よしなか

佐々木 ナオミ
さ　さ　き

永田 てるじ
ながた

桝　晴太郎
ます せいたろう

くさか 景子
けいこ

自民党 厚木の会 自民党
山口　貴裕
やまぐち たかひろ

さとう 知一
ともかず

堀江　則之
のりゆきほりえ

自民党 自民党 自民党かながわ県民・
民主フォーラム

公明党
藤代 ゆうや
ふじしろ

菅原　直敏
すがわら なおとし

谷口 かずふみ
たにぐち

渡辺　紀之
わたなべ のりゆき

長田　進治
おさだ しんじ

かながわ県民・
民主フォーラム

自民党 自民党自民党
加藤　ごう
かとう

神倉　寛明
かみくら ひろあき

近藤　大輔
こんどう だいすけ

石川　　巧
いしかわ たくみ

自民党
高橋　延幸
たかはし のぶゆき

足柄下（定数 1）
自民党

綱嶋　洋一
つなしま よういち

綾瀬市（定数 1）

自民党
芥川　　薫
あくたがわ かおる

座間市（定数 1）

自民党
山本　　哲
やまもと てつ

寒川町（定数 1）

大和市（定数 3） 伊勢原市
（定数 1）

海老名市
（定数 1）

厚木市（定数 3）

秦野市（定数 2）

茅ヶ崎市（定数 3）小田原市（定数 2）

藤沢市（定数 5）

平塚市（定数 3） 鎌倉市（定数 2）

横須賀市（定数 5）

県政会
池田 東一郎
いけだ とういちろう

大磯町・二宮町
（定数1）

かながわ県民・
民主フォーラム

佐藤 けいすけ
さとう

愛川町・清川村
（定数1）

自民党
杉本　　透
すぎもと とおる

南足柄市・足柄上
（定数 1）

逗子市・葉山町
（定数 1） 三浦市（定数 1）

自民党 公明党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党共産党

立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 公明党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 共産党

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 自民党立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 わが町 かながわ県民・
民主フォーラム

自民党 横浜瀬谷区の会立憲民主党・
民権クラブ　

自民党

梅沢　裕之
うめざわ ひろゆき

中村　武人
なかむら たけと

上野 たつや
うえの

加藤　元弥
かとう もとや

桐生　秀昭
きりゅう ひであき

浦道　健一
うらみち けんいち

作山 ゆうすけ
さくやま

原　　聡祐
はら そうすけ

新堀　史明
しんぼり ふみあき

岸部　　都
きしべ みやこ

須田 こうへい
す だ

いそもと 桂太郎
けいたろう

小野寺 慎一郎
しんいちろうおのでら

あらい 絹世
きぬよ

市川 さとし
いちかわ

大村　　悠
おおむら ゆう

松崎　　淳
まつざき じゅん

嶋村 ただし
しまむら

菅原 あきひと
すがはら

武田　　翔
たけだ しょう

大山 奈々子
おおやま な　な　こ

小島　健一
こじま けんいち

赤野 たかし
あかの

柳下　　剛
やなぎした つよし

古賀　照基
こ　が てるき

内田 みほこ
うちだ

すとう 天信
たかのぶ

しきだ 博昭
ひろあき

曽我部 久美子
そ　が　べ く　み　こ

松田　良昭
まつだ よしあき

北井　宏昭
きたい ひろあき

田中　信次
たなか しんじ

松本　　清
まつもと きよし

田村 ゆうすけ
たむら

川崎　修平
かわさき しゅうへい

鈴木 ひでし
すずき

ためや 義隆
よしたか

県政会
楠　梨恵子
くすのき り　え　こ

自民党
田中 徳一郎
たなか とくいちろう

立憲民主党・
民権クラブ　

市川 よし子
いちかわ こ

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

高橋 栄一郎
たかはし えいいちろう

望月　聖子
もちづき せいこ

自民党
山口 美津夫
やまぐち み　つ　お

自民党 共産党立憲民主党・
民権クラブ　

川本　　学
かわもと まなぶ

たきた 孝徳
こうとく

君嶋 ちか子
きみしま こ

杉山　信雄
すぎやま のぶお

立憲民主党・
民権クラブ　

斉藤 たかみ
さいとう

共産党
石田　和子
いしだ かずこ

自民党
小川 久仁子
おがわ く　に　こ

自民党 神奈川ネット 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

県政会立憲民主党・
民権クラブ　

柳瀬　吉助
やなせ きちすけ

土井 りゅうすけ
ど い

持田　文男
もちだ ふみお

佐々木 ゆみこ
さ さ き

青山　圭一
あおやま けいいち

石川　裕憲
いしかわ ひろのり

相原　高広
あいはら たかひろ

公明党
西村 くにこ
にしむら

立憲民主党・
民権クラブ　

栄居　　学
さかい まなぶ

鶴見区（定数 3） 神奈川区（定数 3） 西区（定数 1）

港南区（定数 2）中区（定数 2） 南区（定数 2）

旭区（定数 3）保土ケ谷区（定数 2） 磯子区（定数 2）

港北区（定数 4）金沢区（定数 2）

青葉区（定数 3）緑区（定数 2） 都筑区（定数 2）

泉区（定数 2）戸塚区（定数 3） 栄区（定数 1） 瀬谷区（定数 1）

川崎市

相模原市

公明党 自民党
河本　文雄
かわもと ふみお

佐々木 正行
さ　さ　き まさゆき

中央区（定数 3）緑区（定数 2）

中原区（定数 3）川崎区（定数 3） 幸区（定数 2）

高津区（定数 3） 宮前区（定数 3） 多摩区（定数 2） 麻生区（定数 2）

横浜市

かながわ県民・
民主フォーラム

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

細谷　政幸
ほそや まさゆき

京島 けいこ
きょうしま

小林　大介
こばやし だいすけ

南区（定数 3）
　

（令和４年５月25日現在）

合　計（10会派）定数 105人 103人

自由民主党神奈川県議会議員団
立憲民主党・民権クラブ神奈川県議会議員団
公明党神奈川県議会議員団
日本共産党神奈川県議会議員団
かながわ県民・民主フォーラム神奈川県議会議員団
県政会神奈川県議会議員団
わが町
神奈川ネットワーク運動
横浜瀬谷区の会
厚木新世代の会

自民党
立憲民主党・民権クラブ
公明党
共産党
かながわ県民・民主フォーラム
県政会
わが町
神奈川ネット
横浜瀬谷区の会
厚木の会

49人
28人
 8 人
5人
 5 人
 4 人
 1 人
 1 人
 1 人
1人

長田　進治
斉藤　たかみ
亀井 たかつぐ
井坂　新哉
近藤　大輔
相原　高広

－
－
－
－

あらい 絹世
青山　圭一
西村 くにこ
大山 奈々子
菅原　直敏
楠　　梨恵子

－
－
－
－
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委員会
区分

議会運営委員会

常任委員会

議会の運営、会議規則や委員会条例に関することなどを協議・審査します。

委 員 長

副 委 員 長

委

員

現　　員
定　　数

総 務 政 策 防 災 警 察 国際文化観光・スポーツ 環 境 農 政 厚 生 産 業 労 働 建 設・企 業 文 教

委
　
　
　
　
員

委員名簿

常任委員会で質疑された主な項目

総 務 政 策
常 任 委 員 会

防 災 警 察
常 任 委 員 会

国際文化観光・スポーツ
常 任 委 員 会

環 境 農 政
常 任 委 員 会

厚 生
常 任 委 員 会

産 業 労 働
常 任 委 員 会

建 設・企 業
常 任 委 員 会

文 教
常 任 委 員 会

加　藤　元　弥（自民党）

浦　道　健　一（立憲民主党・民権クラブ）

高　橋　延　幸

米　村　和　彦

佐々木　正　行

井　坂　新　哉

近　藤　大　輔

相　原　高　広

芥　川　　　薫

赤　野　たかし

原　　　聡　祐

松　本　　　清

細　谷　政　幸 河　本　文　雄 嶋　村　ただし自　　　　民　　　　党

立憲民主党・民権クラブ

公　　　　明　　　　党

共　　　　産　　　　党

かながわ県民・民主フォーラム

県　　　　政　　　　会

常任委員会は、常設されている委員会で、本会議から付託された議案、請願の審査を行うほか、
部局の所管事項に関する調査も行っています。条例によって８つの常任委員会が設置され、議員は
いずれか１つの委員会に所属しています（議長は除きます）。

ためや　義　隆
飯野　まさたけ
斉　藤　たかみ
作山　ゆうすけ

－
－

近　藤　大　輔
池　田　東一郎

－
－
－
－

谷口　かずふみ
－
－

相　原　高　広
－
－
－
－

渡　辺　ひとし
－

曽我部　久美子
－
－
－
－

さとう　知　一

佐々木　正　行
上　野　たつや

－
－
－

佐々木　ゆみこ
－
－

西　村　くにこ
石　田　和　子
菅　原　直　敏

－
－
－
－
－

鈴　木　ひでし
大　山　奈々子

－
楠　　 梨恵子
北　井　宏　昭

－
－
－

藤　井　深　介
井　坂　新　哉

－
松　長　泰　幸

－
－

田村　ゆうすけ
－

小野寺　慎一郎
君　嶋　ちか子
佐藤　けいすけ

－
－
－
－
－

脇　　　礼　子
青　山　圭　一
松　本　　　清
たきた　孝　徳

菅原　あきひと
古　賀　照　基

すとう　天　信
松　崎　　　淳

須田　こうへい
野　田　治　美
中　村　武　人

柳　瀬　吉　助
石　川　裕　憲
浦　道　健　一

佐々木　ナオミ
市　川　よし子

望 月　聖 子
赤　野　たかし
くさか　景　子

永　田　磨梨奈
あらい　絹　世
長　田　進　治
嶋　村　ただし
松　田　良　昭

（自民党）
高　橋　栄一郎

（公明党）
亀井　たかつぐ

市　川　和　広
原　　　聡　祐
梅　沢　裕　之
土井りゅうすけ
堀　江　則　之

（自民党）
川 本 　 学

（かながわ県民・民主フォーラム）
京　島　けいこ

13
13

高　橋　延　幸
河　本　文　雄
内　田　みほこ
森　　　正　明
加　藤　元　弥

（立憲民主党・民権クラブ）
栄　居　　　学

（自民党）
山　本　　　哲

12
13

山　口　美津夫
石　川　　　巧
山　口　貴　裕
国　松　　　誠
持　田　文　男

（自民党）
芥　川　　　薫

市　川　さとし

12
13

加　藤　ご　う
田　中　信　次
川　崎　修　平
桐　生　秀　昭
牧　島　　　功

（自民党）
新　堀　史　明

（立憲民主党・民権クラブ）（立憲民主党・民権クラブ）
岸　部　　　都

13
13

綱　嶋　洋　一

大　村　　　悠
細　谷　政　幸
小　島　健　一
小　川　久仁子

（自民党）

（自民党）
武　田　　　翔

13
13

米　村　和　彦

永　田　てるじ
渡　辺　紀　之
柳　下　　　剛
杉　本　　　透
竹　内　英　明

（立憲民主党・民権クラブ）

（自民党）
神　倉　寛　明

13
13

小　林　大　介

桝　　 晴太郎
田　中　徳一郎
藤　代　ゆうや
いそもと桂太郎
杉 山　信 雄

（立憲民主党・民権クラブ）

（自民党）
おざわ　良　央

13
13

13
13

自 民 党

公 明 党
共 産 党

県 政 会

か な が わ 県 民・
民 主 フ ォ ー ラ ム

わ が 町

厚 木 の 会

神奈川ネット

立憲民主党・
民 権 ク ラ ブ

横浜瀬谷区の会

令和４年５月24日現在

令和４年５月25日現在

　ナッジ※18の活用、「県のたより」
及び「議会かながわ」の印刷用紙
の白色度不足に係る対応、かなが
わ未来共創プラットフォーム、県
公報による公告の見直しなどにつ
いて質疑を行いました。

　国民保護に関する取り組み、
避難所マニュアル策定指針、
水防災戦略、交通死亡事故抑
止対策などについて質疑を行
いました。

　ねんりんピック※13かながわ2022、
ウクライナ避難民の受け入れ、観光
振興、スポーツ推進計画（エンジョ
イ・スポーツ！ かながわプラン）な
どについて質疑を行いました。

　農林畜水産業の物価高騰への
対応、大船フラワーセンターの指
定管理、省エネルギー対策支援事
業、廃棄物の不適正処理の防止等
に関する条例などについて質疑を
行いました。

（仮称）当事者目線の障がい福
祉推進条例の制定、新型コロナウ
イルス感染症対策、芹が谷やまゆ
り園等の指定管理、配偶者等暴力
対策事業などについて質疑を行
いました。

　県内消費喚起対策事業（かなが
わPay）、中小企業支援、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止協力
金、第11次神奈川県職業能力開
発計画などについて質疑を行い
ました。

　盛土対策、急傾斜地崩壊対策、
県営水道事業経営計画、PFI※19
方式による県営団地の建て替え、
県営団地への大学生入居などに
ついて質疑を行いました。

　学校給食等の物価高騰への対
応、今後の部活動のあり方、新型
コロナウイルス感染症への対応、
教員不足などについて質疑を行
いました。

副 委 員 長

委 員 長

議会運営委員会、常任委員会、特別委員会、予算委員会の模様はインターネット中継でもご覧いただけます。6 https://kanagawa-pref.stream.jfit.co.jp/
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特別委員会 特定の事件について審査・調査するために、必要があるときに設けられます。

委員会

区分

予算委員会

副委員長

委 員 長

理 事

神奈川県川崎競馬組合議会議員

神奈川県内広域水道企業団議会議員

監査委員
議会選出委員 等

次世代育成・デジタル戦略推進 特別委員会

共生社会推進 特別委員会

新型コロナウイルス感染症対策 特別委員会

安全安心対策 特別委員会

経済・環境対策 特別委員会

決算 特別委員会

委 員 長

副 委 員 長

委
　
　
　
　
　
　
員

委
　
　
　
　
　
　
員

現　　員
定　　数

新型コロナウイルス
感 染 症 対 策 共生社会推進 安全安心対策 経済・環境対策 次 世 代 育 成・デジタル戦略推進

各特別委員会の所管事項委員名簿

令和4年第3回定例会・会議等の予定

※議会の日程は、変更される場合があります。 ※最新の日程と開会時刻は、県議会ホームページでご覧いただくか、議会局までお問い合わせください。

会期：9月7日から12月19日まで（104日間）

飯野　まさたけ
野　田　治　美
岸　部　　　都

大　村　　　悠
石　川　　　巧
新　堀　史　明
藤　代　ゆうや
原　　　聡　祐
土井りゅうすけ
加　藤　元　弥

（自民党）
川　崎　修　平

（立憲民主党・民権クラブ）
中　村　武　人

西　村　くにこ

大　山　奈々子

16
16

近　藤　大　輔

楠　　　梨恵子

脇　　　礼　子
くさか　景　子

加 藤　ご う
山　口　美津夫
あらい　絹　世
長　田　進　治
小　川　久仁子

（自民党）
田　中　信　次

（立憲民主党・民権クラブ）
望　月　聖　子

谷口　かずふみ

井　坂　新　哉

13
13

菅　原　直　敏

池　田　東一郎

すとう　天　信
古　賀　照　基
作山　ゆうすけ

桝　　 晴太郎
芥　川　　　薫
高　橋　栄一郎
河　本　文　雄
小　島　健　一
杉　山　信　雄

（自民党）
おざわ　良　央

（立憲民主党・民権クラブ）
菅原　あきひと

佐々木　正　行

－

13
13

－

松　長　泰　幸

佐々木 ナオミ
石　川　裕　憲
松　本　　　清

永　田　磨梨奈
川　本　　　学
柳　下　　　剛
細 谷　政 幸
いそもと桂太郎
森　　　正　明

（立憲民主党・民権クラブ）
ためや　義　隆

（自民党）
武　田　　　翔

亀井　たかつぐ

君　嶋　ちか子

13
13

－

－

柳 瀬　吉 助
小 林　大 介
市　川　よし子
松　崎　　　淳

永　田　てるじ
山　口　貴　裕
国　松　　　誠
嶋　村　ただし
松　田　良　昭

（自民党）
神　倉　寛　明

（自民党）
高　橋　延　幸

鈴　木　ひでし

－

13
13

京　島　けいこ

－

公 明 党

共 産 党
か な が わ 県 民・
民主フォーラム

県 政 会

立憲民主党・
民権クラブ

自 民 党

予算及び予算関係議案の審査を横断的かつ多角的に行うために設置されます。
本県議会では、原則として第１回定例会中に開催されます。
ただし、補正予算を審議する必要がある場合、他の定例会においても開催することができます。

柳　下　　　剛（自民党）

赤　野　たかし 市　川　和　広（自民党）

高　橋　延　幸
綱　嶋　洋　一
細　谷　政　幸
いそもと桂太郎
松　田　良　昭
すとう　天　信
古　賀　照　基
松　崎　　　淳

佐々木　ナオミ
青　山　圭　一

柳　瀬　吉　助
斉　藤　たかみ

野　田　治　美
市　川　よし子

近　藤　大　輔

西　村　くにこ 佐々木　正　行

大　山　奈々子

川　崎　修　平
山　口　貴　裕
内　田　みほこ
嶋　村　ただし
堀　江　則　之

おざわ　良　央
高　橋　栄一郎
長　田　進　治
桐　生　秀　昭

芥　川　　　薫
あらい　絹　世
国　松　　　誠
杉　山　信　雄

石　川　　　巧（自民党）
井　坂　新　哉（共産党）

（公明党）
（県政会）

藤　井　深　介
池　田　東一郎かながわ県民・

民主フォーラム

岸　部　　　都
菅　原　直　敏

立憲民主党・
民権クラブ

立憲民主党・
民権クラブ

公 明 党

共 産 党

立憲民主党・
民権クラブ

かながわ県民・
民主フォーラム

自 民 党

新しい障がい福祉の取組、特別支援教育、インクルー
シブ教育・人権教育、高齢者支援・認知症対策の推進、
高齢者・障害者等介護の支援、ねんりんピックかなが
わ2022、生涯スポーツの推進、多文化共生に向けた
取組、ペット・動物との共生に向けた取組、人権男女
共同参画社会の推進について調査します。

地震災害・風水害対策の推進、犯罪の起きにくい地
域社会づくり、交通安全対策、都市基盤整備、交通
基盤整備、安全・安心な住まいづくり、水道広域化
の推進、米軍基地対策について調査します。

中小企業・小規模企業の活性化、雇用環境の改善、
成長産業の創出・育成、農林水産業の活性化、観
光戦略、地方創生の推進、脱炭素社会の実現に向
けた取組、資源循環の推進、食品ロス問題について
調査します。

子ども、女性、孤独・孤立に陥っている方への支援、
ケアラー・ヤングケアラー支援、子育て支援、児童
虐待・いじめ対策、デジタル戦略推進、いのち・未来
戦略の取組、大都市制度について調査します。

一般会計、特別会計、公営企業会計の決算を審査します。
※決算認定議案が提出された場合に、設置されます。

新型コロナウイルス感染症対策について調査します。

小　島　健　一
（自民党）

作山　ゆうすけ
（立憲民主党・民権クラブ）

梅　沢　裕　之
（自民党）

持　田　文　男
（自民党）

斉　藤　たかみ
（立憲民主党・民権クラブ）

いそもと桂太郎
（自民党）

嶋　村　ただし
（自民党）

牧　島　　　功
（自民党）

浦　道　健　一
（立憲民主党・民権クラブ）

議会運営委員会・本会議 ( 知事提案説明 )・議案説明会
本会議 ( 代表質問 )
本会議 ( 代表質問 )
本会議 ( 代表質問 )
本会議 ( 一般質問 )
本会議 ( 一般質問 )
本会議 ( 一般質問 )
議会運営委員会・本会議 ( 一般質問、付託 )
常任委員会（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）
常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）
常任委員会（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）
常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）
特別委員会
（予算委員会）
常任委員会（全委員会）
決算特別委員会
議会運営委員会
議会運営委員会・本会議 ( 採決 )
決算特別委員会
決算特別委員会

決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
議会運営委員会
議会報告会（共生社会推進特別委員会）
議会運営委員会・本会議 ( 知事提案説明 )・議案説明会
本会議 ( 代表質問 )
本会議 ( 代表質問 )
本会議 ( 代表質問 )
本会議 ( 一般質問 )
議会運営委員会・本会議 ( 一般質問、付託 )
常任委員会（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）
常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）
特別委員会
常任委員会（全委員会）
議会運営委員会
議会運営委員会・本会議 ( 採決 )

9月7日(水)
12日(月)
13日(火)
14日(水)
16日(金)
20日(火)
22日(木)
26日(月)
28日(水)
29日(木)
30日(金)

10月3日(月)
4日(火)
6日(木)
7日(金)
12日(水)
13日(木)
14日(金)
17日(月)
18日(火)

20日(木)
24日(月)
26日(水)
28日(金)

11月1日(火)
4日(金)
18日(金)
22日(火)
25日(金)
30日(水)

12月1日(木)
2日(金)
6日(火)
7日(水)
9日(金)
12日(月)
13日(火)
14日(水)
16日(金)
19日(月)

令和４年５月25日現在

令和４年５月25日現在

令和４年
５月25日現在

可決された決議
【１件】

検索神奈川県議会　決議

https://www.pref.kanagawa.jp/
gikai/p80118.html

可決された決議の全文は
県議会ホームページに
掲載しております。

●故安倍晋三元総理大臣
を悼み暴力には屈しな
い決議
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定数

議案と各会派の賛否

第2回定例会

 審議結果議案の分類 議 案 名 備考

○は賛成×は反対（会派名：左から　自民党、立憲民主党・民権クラブ、公明党、共産党、かながわ県民・民主フォーラム、県政会、わが町、神奈川ネット、横浜瀬谷区の会、厚木の会）

次の県議会議員一般選挙（令和５年春の統一地方選挙）から変更されます

　「神奈川県議会議員の定数、選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数
に関する条例の一部を改正する条例案」が令和４年５月20日に可決・成立しました。
　南足柄市・足柄上選挙区の合区を見直し、南足柄市、箱根町、真鶴町及び湯河
原町の区域を合わせた区域をもって１選挙区とし、中井町、大井町、松田町、山北
町及び開成町の区域を合わせた区域をもって１選挙区とし、また、厚木市、愛川町
及び清川村の区域を合わせた区域をもって１選挙区とし、それぞれの選挙区の名
称と定数※1を定めました。また、横浜市青葉区、横須賀市及び海老名市の選挙区
において定数を改めました。
　同条例は、令和４年５月31日に公布され、次の県議会議員一般選挙（令和５年春
の統一地方選挙）から施行されます。

定数区域名称
厚木市選挙区 厚木市 ３人

愛川町・清川村選挙区 愛川町、清川村 １人

これまで
区域名称

厚木市・愛川町・
清川村選挙区 厚木市、愛川町、清川村 ３人

令和5年春の統一地方選挙から

定数区域名称
南足柄市・
足柄上選挙区

南足柄市、中井町、大井町、
松田町、山北町、開成町 1人

足柄下選挙区 箱根町、真鶴町、湯河原町 １人

定数区域名称
南足柄市・
足柄下選挙区

足柄上選挙区

南足柄市、箱根町、
真鶴町、湯河原町
中井町、大井町、

松田町、山北町、開成町

1人

1人

名称・区域・定数の変更等があった選挙区名称・区域・定数の変更等があった選挙区

定数の変更があった選挙区定数の変更があった選挙区
令和５年春の統一地方選挙からこれまで名称

横浜市青葉区選挙区 ３人

横須賀市選挙区

海老名市選挙区

5人

1人

4人

4人

2人

変更があった
選挙区

三浦市※2

※2 三浦市選挙区（定数1）は、公職選挙法第271条の規定に基づく特例の選挙区として存置しています。

※1 各選挙区において選挙すべき議員の数については「定数」と表記しています。

足柄上3

南足柄市・
足柄下

2

厚木市・
愛川町・清川村

1

横浜市青葉区4

海老名市
6

横須賀市5

1

2

3

4

5

6

一般会計補正予算（第１号）
県営住宅事業会計補正予算（第１号）
神奈川県議会議員の定数、選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に関する条例
地方税法第37条の２第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人等を定める条例
神奈川県議会議員及び神奈川県知事の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
住民基本台帳法施行条例
神奈川県局設置条例
職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例
収入証紙に関する条例
収入証紙に関する条例
神奈川県手数料条例
神奈川県手数料条例
神奈川県廃棄物の不適正処理の防止等に関する条例
民生委員定数条例
神奈川県地域医療医師修学資金貸付条例
神奈川県立の高等学校等の設置に関する条例
神奈川県暴力団排除条例
神奈川県道路交通法関係手数料条例
職員の育児休業等に関する条例
工事請負契約の締結（警察本部庁舎無停電電源装置更新工事請負契約）
専決処分（神奈川県県税条例等の一部を改正する条例）
動産の取得
指定管理者の指定（大船フラワーセンター）
指定管理者の指定（三浦しらとり園）
指定管理者の指定（芹が谷やまゆり園）
指定管理者の指定（津久井やまゆり園）
神奈川県道路公社定款の変更
地方独立行政法人神奈川県立病院機構中期計画の変更の認可
監査委員の選任
人事委員会委員の選任
公安委員会委員の任命
退職手当に関する処分に対する審査請求

自
民
立
民
公
明

民
主

共
産

県
政
わ
町
神
ネ
瀬
谷
厚
木

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

欠席者等7名
欠席者等7名
欠席者等2名

欠席者等7名

欠席者等7名

欠席者等7名

欠席者等2名
欠席者等7名
欠席者等2名

欠席者等7名

欠席者等7名

欠席者等7名

欠席者等7名
欠席者等2名

欠席者等7名

欠席者等7名

欠席者等2名
欠席者等7名
欠席者等2名

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
承認

原案可決

原案可決
同意
同意
同意

棄却すべき旨答申

令和４年度補正予算
(2件)

条例の一部改正
(17件)

契約(1件)

諮問(1件)

人事
(3件)

その他
(8件)
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